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１．はじめに 

（１）研究の背景と目的	

	 気候変動による災害リスクの増大が進む中で，グリーンインフ

ラ(Green Infrastructure，以下GI）を適用することを通して，
災害に対して回復力があると同時に，居住者にとって生活の質が

高く，魅力ある都市空間を創出しようとする取り組みが各国で広

がっている 1)。GIの定義に関しては，自然環境が持つ多様な機能
を活用し，多岐多様な便益を得ることが基本的な共通事項となっ

ている2)。GIの基本機能である，自然環境が持つ多様な機能を発
揮させるためには，地域性が重要である。自然環境は，地域固有

の生態系や水循環のあり方が基盤となっているからである。ゆえ

に地域において GI を実装，維持管理する際には，地域の自然環
境や空間に近い位置にいる地域主体の存在が欠かせない。また，

GIを社会基盤整備や土地利用と結びつけるためには，多様な主体
間の協働を通して，多様な事業を調整し，地域にとって望ましい

実装を行う必要がある。そのような事業間の調整を行い，統合的

な計画や事業を実現することは，行政の縦割り制度だけでは限界

があり，地域やコミュニティの立場からも，事業やステークホル

ダーをコーディネートする地域主体の存在が必要となる。よって，

GIを適用して魅力的な都市空間を創出する際に，地域主体のGI
適用に関する知見を得ることは重要である。	

	 GI の適用手法においては，欧州委員会（European 
Commission)型の広域スケールでの自然環境，半自然環境におけ
る生態系ネットワーク 3）と，米国環境保護庁（Environmental 
Protection Agency，以下EPA)型の持続的雨水管理の大きく2つ
の方向性がある。EPAのGIの定義4）では，植生，土壌など自然

のプロセスを復元して水管理を行い，より健全な都市環境を創出

することであり，近隣区，敷地規模では，自然を模倣した雨水管

理システムにより雨水の浸透，貯留を行うことである。EPA型の
GI の背景には，合流式下水道越流水（Combined Sewer 
Overflow ，以下 CSO	）の問題があり，浸透面積が少ない都市

において，降雨時に雨水は汚水とともに水域に放流され，水域の

水質の悪化，ピーク流量の増加による洪水リスクの増大を誘引し

ていることがある。本研究が扱うGIはEPA型の雨水管理を対象
とする。なぜなら，日本も含めた先進国の都市において浸透能力

の減少とCSO，洪水リスク増加は共通課題であり，持続可能な都
市環境を創出するためには，この問題に対処することが欠かせな

いからである。	

	 上記の視点に基づき，本研究は，EPA型のGIを導入している
ニューヨーク市（以下NY市）において，地域主体が中心となり
近隣エリア単位(約1.7km2)のGI適用を進めるブルックリンのゴ
ワナス運河流域を研究対象地とし，地域主体であるゴワナスキャ

ナルコンサーバンシー（Gowanus Canal Conservancy，以下
GCC)の活動内容および GI 適用と管理の実態を把握するととも
に，日本においても地域主体が GI を適用する際に参考となる知
見を考察することを目的とする。	

（２）既往研究 

	 都市における雨水管理型のGIに関しては，遠藤5)のEPAにお
けるCSO規制政策とフィラデルフィアにおけるGI政策に関する
研究，花井・遠藤 6)によるポートランドにおけるグリーンストリ

ート施策に関する研究，福岡・加藤 7)によるポートランドにおけ

る10箇所のサイトにおけるGI適用に関する研究がある。上記の
研究では，持続的雨水管理に関する GI 政策，制度に関する知見
の整理と，実際の街路，敷地単位での GI 実装に関する具体的な
施策の詳細な報告が特徴であるが，GIを適用する地域主体につい
ては扱っていない。また，GIによる洪水抑制に関しては，木下・
芮 8)によるイングランドシェフィールド市に関する研究があり，

導入事例を通して公園と河川を一体的に GI として整備すること
の重要性が示されている。さらに都市スケールでの気候変動適応

策に関して，中島・星野 9)によるコペンハーゲンのクラウドバー

ストプランに関する研究がある。CSO対策に関する技術的な研究
では，善福寺川上流域にGIを導入した際のCSOの抑制効果を検
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証した小河原ら10)の研究などがある。	

地域主体と河川や水循環再生に関する研究に関して，島谷は，

松浦川アザメの瀬の自然再生を通じて，地域主体参加の特徴とし

て，自由参加であること，変化に応じて繰り返し話し合うことを

述べている11)。また，林らは子供たちが参加する仕組み，個々の

取り組みの相乗効果の重要性を指摘している12)。千葉ら13)による

河川公園整備に関する研究では，計画プロセスにおける小規模な

組織による迅速な行政対応の有効性，合意形成における意見調整

の中心となるコアメンバー形成の重要性を示唆している。 
	 以上のように，都市域の雨水管理型GIに関する研究は，政策，
制度に関するもの，都市空間における具体施策，定量的な効果検

証に関する研究は進んでいるが，GI適用と管理を担う地域主体に
関する研究は少ない。一方で河川や水循環と地域主体に関する研

究では，地域主体が関与し，意見を調整しながら計画プロセスや

合意形成を行うことの有効性が示されている。本研究は，以上の

研究を踏まえた上で，地域主体が中心となり実施されている GI
の計画，実装，維持管理に関する具体的な活動実態を明らかにす

ることに新規性がある。	

（３）研究方法 

１）ヒアリング調査	

GCCの体制，プログラムに関して 2017年 5月 17日にGCC
のProgram ManagerのNatasia Sidarta氏にヒアリング，GCC
の GI 適応と維持管理，地域マスタープラン策定，プログラムに
関して 2018年 11月 30日に，GCCの Executive Directorの
Andrea Parker氏，Watershed ManagerのAmy Motzny氏，	前
出Natasia氏にヒアリングを行った。また，NY市のGI施策，
行政間連携に関して，所轄部局であるNY市環境保護局（Dept of 
Environmental Protection，以下 DEP	)の Climate Program 
DirectorのAlan Cohn氏に2017年5月19日にヒアリング	， NY
市の GI の維持管理，市民との関係に関して Mayor’s Office of 
SustainabilityのSenior Policy AdvisorのNate Kimball氏，DEP
のManaging DirectorのMargot Walker氏，前出Alan氏に2018
年11月29日にヒアリングを行った。	
２）参与観察・現地踏査	

2018年5月20日にGCC主催の市民啓蒙イベント“Gowanus 
Expo”に参加した。2018年 11月 29日に，GCCの小学生対象
の環境教育プログラム“Citizen Science Water Quality Program”
に参加し，活動を観察した。2017年5月17日，20日および2018
年11月30日，12月3日に，ゴワナス地域を踏査し，GI施設に
ついて現地把握を行った。	

３）文献資料調査	

GCC の体制，活動についてアニュアルレポートおよび団体のウ
エブサイト等で調査した。DEPのGI施策について，行政公開資
料，DEPウエブサイト等で調べ，整理した。	
（４）論文の構成 

ゴワナス地域では，流域再生の機会として行政によるGI導入，
土地利用計画再編，運河浚渫が計画されている。GCC は運河流
域地域の再生を目指し活動を行っている。よって，GCC の活動
実態を詳述する前段階として，2 章でゴワナス運河流域の再生機
会と影響を及ぼす施策について整理を行う。3章にて，GCCの体
制，	地域マスタープラン策定，ランドスケープマネジメント，

GI適用と管理実態，ボランティア・教育プログラムについて詳述
を行い，4章で考察を行い，5章にてまとめと今後の課題を記す。	
	

２．ゴワナス運河流域の現状と影響を与える施策 

（１）ゴワナス運河の履歴とスーパーファンド 

	 ブルックリン西部のゴワナス運河周辺は，19世紀以前は塩性湿
地とクリークが入り交じる低地であった。その後，舟運や産業の

発展から1867年に運河として整形され，19世紀後半には運河沿
いに石炭ガス製造工場，化学工場などが立ち並ぶ排水路となり，

アメリカで最も汚染された運河となった 14)。1960 年代には，高
速道路網の普及によって運河の必要性が低下し，工場の移転も伴

い，運河の衰退と背後地の空地化を招いた。しかし，1990年代か
らブラウンフィールド再生14)の段階に入り，倉庫や空き家などの

アーティストによるスタジオ利用や，住居用地のニーズが高まり，

その結果，環境再生の気運も高まった。2010年には，EPAのス
ーパーファンド用地に認定され，大規模な浚渫事業が行うことが

決定された15)。	

（２）ゴワナスエリアのリゾーニング 

	 NY市都市局（New York City Department of City Planning，
以下 DCP)は，2016 年よりゴワナス地区計画研究(Gowanus 
Neighborhood Planning Study)16）を実施し，ゴワナスエリアの
リゾーニング（用途地区変更）計画を進めてきた。この計画は，

現状ではほとんどが工業産業用地であるゴワナス運河周辺地域を，

住居，商業が適度に配分されたミクストユース（用途混合）の土

地利用にリゾーニングすることを目的としている。計画には，気

候変動による洪水リスクに対して適応可能な水辺と建築の方針，

運河沿いの公共空間創出とアクセシビリティの改善，運河の環境

修復も含まれている。	

（３）NY市のGI施策 

	 NY 市の GI 計画部署である DEP は“NYC Green 
Infrastructure PLAN”を2010年9月に発表した。計画目標と
して，2030年までに市内の非浸透域の雨水表面流出10%削減（約
25mm/時間降雨）を掲げ，15億ドルのインフラ投資を計上してい
る17）。NY市のCSO対策はGI単独でなく，グレーインフラとの
ハイブリッドアプローチであることが特徴である。DEPは，市域
の下水道流域エリアごとに，グレーインフラとGIによるCSO対
策計画であるLong Term Control Plan（以下LTCP）を策定して
いる17）。LTCPは，CSO対策に関する監督省庁のEPAから実行
権限を委託されたニューヨーク州環境保全局（NY	State Dept of 
Environmental Conservation）と DEP が法的拘束力のある
Consent Orderを締結することで承認される17）。DEPはLTCP
の計画目標を達成するために，公園局(Dept of Parks and 
Recreation，以下DPR），交通局(Dept of Transportation，以下
DOT)，住宅機構（NYC Housing Authority，NYCHA)などの庁
内他部局と，了解覚書(Memorandum of Understanding 
(MOU))を締結し，各局の資源を活用している18）。	

	 GIの具体的なプログラムとして，市の道路や歩道の緑溝である
バイオスエル（Bioswale）の導入，公共施設の雨水対策改修，民
間不動産への助成金，雨水タンク提供などが行われている17）。ま

た，DEP は市の公道用地(right-of-way (ROW))や，公共建築物
に設置する GI の標準仕様に関する設計ガイドラインを発行して
いる 19)。以上のように，NY市のGI施策は体系的に運用され主
に公共用地での実装が進んでいる。一方で，民有地への GI の導
入，コミュニティへの普及啓蒙と市民参加が課題となっている18）。	

ゴワナス地域において，DEPは2015年にゴワナス流域のCSO
対策計画であるLTCPを策定20)した。対策では，グレーインフラ

として，a)イーストリバーからの導水浄化トンネル改修，b)ポン

プステーション改修，c)ハイレベル雨水下水道(雨水地下貯留下水

道），d)地下CSOタンクが計画され，同時に，GIとして，道路，	
公共用地のバイオスエル設置などが計画，実装された20)。	

 

３．GCCの活動とGI適用 

（１）GCCの目的と組織，活動概要 

	 GCC はコミュニティを基盤にゴワナス運河の環境スチュワー
ド(Environmental Stewardship)を行う非営利団体として 2006
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年に設立された。Stewardshipとは，キリスト教を背景とした環
境倫理の考え方で，英語圏では地域の環境保全に対しての責任感

や使命感という意味で使われている 21)。前身は，1978 年に設立
された非営利の近隣保護団体である Gowanus Canal 
Community Development Corporation(以下，GCCDC)であり，
GCCDCは地域で，アフォーダブルハウジングの提供，環境再生，
コミュニティへの啓蒙などを行ってきた 22)。GCC のビジョンは
「ゴワナス運河と周辺の都市環境をきれいで，レジリエントで，

多様で，活性化するビジョンを与えること」23)であり，ゴワナス

運河のみならず，都市環境自体の改善を目標としていることが分

かる。また，ミッションとして「コミュニティのスチュワードを

強化し，ゴワナス低地のエコロジカルで持続可能な公園および公

共空間の擁護と世話を行う」23)と示され，地域への働きかけを通

して，コミュニティ自身がゴワナスの公共空間を持続的に管理し

うる状態を目指している。	

	 GCCの組織構成は，ボードメンバー，8人の専属スタッフ，6
人のパートタイムスタッフ，ランドスケープやガーデニングなど

のフェロー，インターン，ボランティアから成る（2018年）23)。	
ボードメンバーは，地元企業，ランドスケープアーキテクト，グ

ラフィックデザイナー，環境コンサルティング会社，財団などか

ら構成され，専属スタッフは，ランドスケープの経歴を持つ人材

が多く，都市開発，園芸，流域管理，教育，ボランティアプログ

ラムなどの各分野をマネージャーとして分担している。また，ボ

ランティアプログラムを実施するための，多くの外部のコーディ

ネーターが存在している22)。2018年度の財源は702，432ドルで
あり，収入内訳としては財団，国，市，州，企業からの助成金の

他，イベントやボランティアプログラム収入も計上されている23)。	

		 GCCの具体的な活動内容は，ボランティアプログラム，教育
プログラム，ランドスケープマネジメント，地域ビジョン策定に

分類できる。活動はゴワナス運河を軸とした低地エリア一帯で行

われ，拠点施設や，GI施設，街路樹，公園などが含まれる。活動
内容は相互に連携しており，コミュニティにプログラムを提供し

ながら，GI管理，ビジョン策定を行っていることが特徴である。	
（２）ゴワナスエリアのマスタープラン策定 

	 GCCは2015年よりゴワナスエリアのマスタープラン策定を行
っている。マスタープランは，スーパーファンドによる運河の浚

渫，DEPによるグレーおよびGIの実装，DCPによるリゾーニ
ング，民間再開発の機会を包括的に捉え，ゴワナス運河再生と，

背後地の公共空間再生，コミュニティ再生を結びつけるプランと

して検討された24)。GCCはコミュニティから多様な意見を徴集
すると同時に，NY市の様々な行政部局と情報共有を行った。と
りわけ，DCPとはリゾーニングにコミュニティの意見を反映させ，
齟齬が生じないように綿密な協議がなされている22)。また，ゴワ

ナス運河周辺の開発を行う民間事業者とも協議し，投資価値とコ

ミュニティ要望を共存させることを目指している22)。図―1にマ
スタープラン策定におけるステークホルダー間の体制を整理した。	

	 GCCの流域管理マネージャーであるMotzny氏のヒアリング	
	

図－1 マスタープラン策定のステークホルダー体制 

図－2 GCCが管理するGIおよび緑地（著者作成） 

	
22)では，マスタープランの目的は	“結合的プラン(cohesive 
plan）”を策定することという。“NY市の行政組織は規模が大
きく，目的完結型の縦割りで，互いに疎通していない。各行政計

画プロセスが個別に進み，コミュニティが意見を述べることが難

しい。しかし，異なる組織間で起こっていることを重ね合わせる

ことができる”と述べる。マスタープランは	“コミュニティの要

求を反映させるための効果的なツール”	であり，“更新されてい

くもの”であるという。	

	 2018年に発表された“Gowanus Lowlands masterplan draft”	
では24)，a)きれいな都市生態系（Cleaner Urban Ecosystem)，
b)コミュニティの接続(Community Connector)，c)パークのネッ
トワーク(Network of Parks)，d)野性的な都市水路(Wild Urban 
Waterway)の4つの基本コンセプトが掲げられている。マスター
プランで示された GI 要素は，オーソドックスな雨水管理以外に
も，塩性湿地復元，ストリートエンド，水生ハビタット，クリー

ク開渠，緑化護岸などサイトの特性に応じた様々な適用策が示さ

れていることが特徴である。適用策には，塩性湿地とクリークの

低地であったゴワナス運河の歴史的環境を復元しようという試み

も含まれる 24)。マスタープランの名称自体が“Gowanus 
Lowlands”であり，低地であることの意義を積極的に捉え直し，	
価値付けようとする試みが見て取れる。	

（３）GCCのランドスケープマネジメント 

	 GCCはゴワナス低地において，GIを含む道路空間，公園，ガ
ーデン，公共空間において，ランドスケープマネジメントを行っ

ている。GCCのランドスケープマネジメントの対象地を図－2に
示す(番号は後示する表－1に対応)。GCCのランドスケープマネ
ジメントは以下の5つの内容を基本としている22)23)。a)地域から
回収された有機ゴミをコンポストに生成する施設の運用。b)郷土
種植物専門のナーサリーの管理運営による，郷土種植物の育成。

c)コンポストと郷土種植物の管理地への植え付け。d)管理地の植
栽，土壌の維持管理，ゴミの除去，剪定，伐採，雑草や外来種の

駆除。e)エリアの街路樹の調査と管理。コンポストプロジェクト
は，廃棄物リサイクルを行う環境市民団体Big Reuseが主催する
“NYC Compost Project”の一貫として行われ，年間最大400ト	
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ンの有機物を処理している25)。ナーサリーでは，湿生植物から陸

上草本，樹木までゴワナス地域の環境に適応する郷土種を栽培し，	

植栽材料を提供する他，市民，学校，環境団体への販売もしてい

る22)。街路樹に関しては，園芸企業のTreeKitおよびDPRとの
パートナーシップにより，ゴワナス低地の街路樹のインベントリ

調査を行った上で，郷土種を目標とする街路樹の“街路樹管理計

画(Gowanus Street Tree Management Plan)”を策定している
26)。2018年からは	地域住民と“Gowanus Tree Network”プロ
ジェクトを開始し，運河周辺の街路樹の管理を実施している23)。	

	 GCC はランドスケープマネジメントを“グリーンスチュワー
ド(Green Steward)”と呼称することもあり，その管理の対象は，
植栽地が中心となり，直接的には郷土種の生息地増加や生物多様

性の向上が目標とされている 27)。一方で，CSO により水質が悪
化した運河の水質改善を推進することはGCCのビジョンの核心
であり，植栽地管理は，雨水管理による CSO 対策を通した運河
の水質改善，すなわちGIの適用と紐付けられている。	
（４）ゴワナス地域へのGI適用と管理 

	 GCCの行うランドスケープマネジメント対象地のうち，GIを
適用した 7 管理地を，土地利用，所有者，整備類型，GI の適用
手法，機能，整備の経緯，水循環の特徴，GCC の管理内容，協
力者の項目から整理したものを表－1に示す。	
	 所有者は，すべてNY市で，DEP，NY市衛生局（New York 
Department of Sanitation)，DOTと3部局が存在し27)	28)，NY
市のGIプランがDEPを中心とし，部門横断して実施されている
ことが見て取れた。	

	 GI適用手法としては，道路，歩行者専用道のバイオスエル(	
緑溝）の他，雨樋非接続，レインガーデン，湿地，雨水貯留タン

ク，植栽帯，植栽プランターと，敷地の特性に応じた多様な手法

が導入されていた(現地踏査)。特徴的な手法であったのは管理地	

	

3と7の「ストリートエンド」であり，ストリート端部の運河と
の交接空間にて，レインガーデン，砕石帯を設置し，道路上の表

面流出を受け止め，堆積泥を除去して運河へ流入させるデザイン

であった。ストリートエンドのプロトタイプは，ランドスケープ

デザイン事務所のdlandstudioがGCCと構想し，DEPのパイロ
ットプロジェクトである管理地 3 の“スポンジパーク(Sponge 
Park）”(写真―1)となっている29)。運河と接続するストリートを

GI装置として捉え直し，水質改善を図る手法は，ゴワナス低地の
地域特性に合致した適用策であった。	

	 GIの機能では，流出抑制，水質改善，生物多様性，郷土種生息
地が共通点であり，その他7件中5件は，ボランティアプログラ
ムや環境教育の場としても活用されていた 22)28)。GCC スタッフ
だけで GI の管理を行うのでなく，ボランティアを通した地域コ
ミュニティの参加があることが見て取れる。整備の経緯では，7

件中6件においてGCCが積極的に関わった結果，建設されたこ
とが分かった22)27)28)。その中には，GCCがゲリラ的手法で歩道に
てガーデンを始めたものや，ゴミ放棄地として放置されていた水

辺空間をGCCがボランティアを集め，レインガーデンとして整
備したものもあった。また，DEP，ドレクセル大学との協働によ
りバイオスエルの効果を実証するパイロットプロジェクトが存在

し，その成果は「バイオスエルマニュアル」30)として GCC と非
営利団体Trees New Yorkの共著で刊行されている。マニュアル
では，GIの意義，バイオスエルの構造，使用する植栽選定，	植
栽管理の方法が述べられている。管理地の協力者としては，NY
市の様々な行政機関，設計事務所，環境団体，地元企業が関わっ

ていた 22)27)31)。これらのことから，ゴワナス低地エリアにおいて

は，GCCが主導権を持ってGIを導入し，様々なステークホルダ
ーを巻き込みながら，維持管理を行っていることが確認できた。	

	 GIの管理内容22)23)25)28)に関しては，郷土種植物の植え付け，剪	

�z*�% È É Ê Ë Ì Í Î

�z*&�
ÍàÖÃßàÞÔÔàÃÕÞÔÔÛ

ÒÜÞÞ×ÓÜÞ
ßÐÙàÃÙÜà ßÝÜÛÕÔÃÝÐÞØ ÒÐÞÞÜÙÙÄÑÜÛÓ ÊÞÓÄÊÞÓÃÕÐÓÔÛ

ÒÐÞÞÜÙÃßàÞÔÔà

ÝÙÐÛàÔÞß
ÉÛÓÃÐáÔÃÕÐÞÓÔÛ

)*�~ ²ªõk��6~² ÕÒÒKwX¡ �( ²ªõk��6~² k��6~² k��6~² ĜňĶņĨĸňĨ

H\� Ûâ9{.�¥7ÅÓÔÝÆ Ûâ9�|7ŉÓßÛâŊ Ûâ9{.�¥7ÅÓÔÝÆ Ûâ9{.�¥7ÅÓÔÝÆ Ûâ9�7ÅÓÜàÆ Ûâ9�7ÅÓÜàÆ Ûâ9�|7ŉÓßÛâŊ

U�À+ W¡ W¡ W¡ Q� Q� Q� Q�

Õ×³~Io ĳęĜĨěŃ

Ň¼g¾N�

Ňńęņĝňĭņ

Ňv*

Ň¼m§�ĪņĞ

ŇĨĮłňĮěņį

Ňńęņĝňĭņ

Ň��:

Ň¼m§�ĪņĞ

ĳęĜĨěŃ ca: caĶŁņĪň

ŇĨĮłňĮěņį

Ňńęņĝňĭņ

Ň-Dv*

Õ×Ċi�

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

Ň{.S�

ŇĹŁņĬĘėĶŅğŁĽ

Ň��

Ň°nČĊ<;Ytmq�

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

Ň{.S�

ŇĹŁņĬĘėĶŅğŁĽ

Ňª¿q�p¸#

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

Ň{.S�

Ň��

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

ŇĹŁņĬĘėĶŅğŁĽ

Ň��

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

ŇĹŁņĬĘėĶŅğŁĽ

Ň{.S�

Ň��

Ňª¿q�p¸#

Ň°nČĊ<;Ytmq�

Ňq�J�

Ňm©r!

Ň|x/fD

Ňµ)�|E*

ŇĹŁņĬĘėĶŅğŁĽ

Ň{.S�

U�Ċ��

ÕÒÒûÓÔÝćĴňĮİň

ĦīĶĖ�čõĳęĜĨěŃ

Ċ¡ ć�_Ė3ÂāēĴ

ęŅīĮĶŅħĚĞĮöG_Ė

ĳęĜĨěŃĻıĿėŃćĀ

ą��ö

Ûâ9�|7�½~-��

ü,ĉ*�ÒßÜ§�X¡Ė

¡�ö*�ċÕÒÒĊKwX

¡ćĀąłĲķňĦŀņöĢņ

ĺĨĮĨĬňĦŀņõµ)�

İňĤłňď¡ö

ÉÇÇÏ=ĉŁņįĨĠňĶĭĥ

ęņ� HĊåêãìåïðñåèíû

ÕÒÒć�ĉeFöÉÇÈÍ=ĉ

ÓÔÝĊĨĮłňĮěņį+Ĵ

ęŅīĮĶŅħĚĞĮćĀą¡

�ö

ÓÔÝĊğłňņęņĵŁĶ

ŁņĊ�¦ćĀąU�ö

ÉÇÈÉ=ĉġłŁĝňĭņć

ĀąÕÒÒû@¡öĹŁņ

ĬĘėõ*��dõ��(

û¨]Ė5�ö

ÓÔÝĊÙàÒÝĊ�¦ćĀą 

�ÿĔă*�§�X¡@¡

Ċºĉ	MÿĔă�ªhĊ

�ĕĒĉÕÒÒû¡�ö

R�ÿĔõģļ�ü,ćĈĄ

ą÷ă°nm«�·ĖōŋŌ

ŋ=ĉÕÒÒûĹŁņĬĘėć

ģļĖ¸#ĀõĝňĭņćĀ

ąU�ö

mB{�ĊyC

�TĊĳęĜĨěŃĖ®O

ĀõĜňĳňĵŅňĖN�ÿ

Ăõ²ªĊ�¿q�Ė®�

�ĉ$ýjĎēö

@�xúđĊ¼mĖńęņ

ĝňĭņĉq�ÿĂēöńę

ņĝňĭņĊĜňĳňĵ

ŅňċįńęņĖ±Āõ°

nČq�ö

ĨĮłňĮúđĊ�¿q�Ė

$ýjĎõ*�§�ĀăAõ

��8ĖĀą°nČ¯?

q�ÿĂēþćĆõm©r!

Ė�øö

�V*Ċ�*��´ĉą

ĨĮłňĮĊ�¿q�Ė$

ýjĎõs¬ÿĂēö

²ªĊ��Ė�´P#Ā

ăca:Ćõ¼ms¬Ė

�øö

caĶŁņĪňĉĐē¼m§

�Ė�øö

ĨĮłňĮúđĊ�¿q�Ė

$ýjĎõl¹�ĉ¼mĖ

s¬q�ÿĂēþćĆõm©

r!Ė�øö

ÕÒÒĊ�z�4

Ňµ)�cxĊcù�ý

ŇĢņĺĨĮĊ�Ĕ[ù

Ň�2õ»�Á¸

ŇģļĊP#

Ňq�¶ u

Ňĝňĭıņğ�Z

Ň�zĻıĿėŃ�G

Ňµ)�cxĊcù�ý

Ň�2õ»�Á¸

ŇĢņĺĨĮ|}õ�Ĕ[ù

ŇģļĊP#

Ň|x�£`

ŇİňĤłňĊ�z

ŇLmĦĨĬĽ�z

Ňµ)�cxĊcù�ý

Ň�2õ»�Á¸

Ňµ)�cxĊcù�ý

Ň�2õ»�Á¸

Ňµ)�cxĊcù�ý

ŇĢņĺĨĮĊ�Ĕ[ù

Ňĝňĭıņğ�Z

ŇģļĊP#

Ň�2õ»�Á¸

Ňµ)�cxĊcù�ý

ŇĢņĺĨĮĊ�Ĕ[ù

Ňĝňĭıņğ�Z

Ň�2õ»�Á¸

Ňµ)�cxĊcù�ý

ŇĢņĺĨĮĊ�Ĕ[ù

Ňĝňĭıņğ�Z

ŇģļĊP#

Ň�2õ»�Á¸

"��

ŇÛâ9{.�¥7ŉÓÔÝŊ

Ň�'{.�¥>ŉÔÝÐŊ

ŇįńĞĩŃ01

ŇæÓæïèçìÃÓóìãëèäï

Ň�'b^7

ŇÛâÒ�|7ŉÓßÛâŊ

ŇÑèçÃÞæñïæô

ŇÛâÒĢņĺĨĮĶŅħĚĞĮ

ŇÛâ9{.�¥7ÅÓÔÝÆ

ŇåêãìåïðñåèíŉŁņįĨĠňĶ

ĭĥęņ� HŊ

ŇÛâ9{.�¥7ÅÓÔÝÆ

ŇÚíìãåìíäéÃÒíìïðîñäðèíì

ŉ*�@¡
�Ŋ

ŇĶńĥņĮŁņ��(

ŇÛâ9¢¤
ľņĳň

ŇÛâ9�7ŉÓÜàŊ

ŇÛâ9¡ 7ŉÓÓÒŊ

ŇÛâ9{.�¥7ŉÓÔÝŊ

ÕíòãìñïÃÓîæåçæîï

表－1 GCCの管理するGI一覧 
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写真－1 スポンジパーク（sponge park） 

	

定，雑草駆除が共通であり，7件中5件でコンポストの入れ替え
が行われた。またGCCには専属ガーデナーがおり，ガーデニン
グ修景も7件中4件で行われていた。管理頻度は専属ガーデナー
による週一回の管理に加え，ボランティアによる月一回の管理が

行われていた22)。一方で，GCCのNatasia氏のヒアリング22)で

は，DEP所有のバイオスエルではGCCと管理契約が締結されて
おり，規定以外の管理は行うことができず，堆積した泥の除去な

どGCCが望む管理が必ずしも十分になされているわけでないこ
とが分かった。また，DEPの行う画一的な剪定などの植栽管理に
は疑問もあるという。DEPのWalker氏のヒアリング32)によると，

バイオスエル管理に当初はより多くの市民参加を目指したが，市

民のスキルや知識が十分でなく，DEPが約30人のスタッフを雇
用し全市のバイオスエル管理を行うことに落ち着いたという。ガ

ーデニング的手法で細やかなケアを行おうとするGCCと，市内
の数多くのバイオスエルを効率的に管理しようとする DEPの植
栽管理方針には差異が存在することが明らかになった。	

（５）ボランティアプログラムと教育プログラム 

	 GCC では，ゴワナス運河の再生とランドスケープマネジメン
トに関する数多くのボランティアプログラムと教育プログラムを

実施している。表―2 に実施プログラムの一覧を示す。ボランテ
ィアプログラムへの参加者はGCCアニュアルレポートによると
2014年から2018年までは年間750人から1300人程度で推移し
ている。プログラムの対象者は，一般市民，学校，企業，プロフ

ェッショナルと幅広い層への対応が行われていた。プログラム内

容は，	バイオスエルのメンテナンスや植栽地管理を行い，雨水管

理への理解を深めることを基本とし，その他に街路樹管理，地域

の生物多様性調査，運河掃除などが提供されている。生物多様性

調査では，市民科学マッピングアプリケーションである

iNaturalist を使用した生物種目録が毎年作成され，約 200 種の
植物種，約35種の鳥類，約20種の海洋生物が確認されている31)。	

	 教育プログラムでは，対象者は小学校，中学校，高校，市民の

それぞれのレベルに合わせたカリキュラムが提供されている。番

号2-2のCitizen Science Programmingは，ゴワヌス運河の水質
を測定する 1.5時間のプログラムで，溶存酸素，温度，塩分，濁
度について，生徒自らが機器を使用して測定し，データを分析す

る。その上で，CSOとゴワナス運河の関係について議論を行う。
本プログラムに参与観察した際には，小学5年生の生徒らの多く
が，CSOのメカニズムを理解し，運河の水質改善を行うGIにつ
いて理解を得ていた。番号2-4は，コミュニティの水循環やラン
ドスケープの課題を把握し，GIを適用した敷地デザインを行い，	
住民やランドスケープアーキテクトに発表するプログラムであり，

STEM(Science，Technology, Engineering and Mathematics)	教
育として位置づけられている27)。特筆すべきは，番号2-3の高	

表－2 GCCのボランティア・教育プログラム一覧 

	

	

校生向けのプログラムで，将来 GI や都市環境保護などのグリー
ンジョブに従事するためのスキルを得ることを目的に編成されて

いる 27)。内容は座学と実習を組み合わせ，雨水管理，都市緑地，

園芸などの知識と，バイオスエルのメンテナンス，ガーデニング，

植物の同定などのスキルを身につけることを目指す。GCC の管
理する GI での維持管理においても，本プログラム参加者は欠か
せない役割を得ている22)。多様な教育プログラム受講者が，各自

の学習内容を発表する機会として年に一回，番号 2-5 の EXPO 
GOWANUSが開催される。本イベントは，ゴワナス運河近くの
街路で開催され，コミュニティの多様な住民が出会い，GIに関す
る知識を共有する場となっている。2017年のEXPO GOWANUS
の参与観察では，DCPも参加し，ゴワナス運河周辺のリゾーニン
グと運河形状についての意見徴集を行ったことを確認した。	

	 GCC のプログラムマネージャーNatasia	氏は，提供するプロ
グラムは，“教育的だが，肉体労働でもある”と述べる 22)。そし

て、実践作業を伴ったプログラムを通して，樹木などのランドス

ケープの世話をすることと運河や CSO との結びつきを理解させ
ることが目的であるという27)。	

	

４．考察 

（１）地域主体による多様なGIの適用手法と維持管理 

DEPは計画目標を達成するために，GI実装に対してシステム
的アプローチを採用し，標準設計や管理規定を策定している。そ

れは広範囲な流域アプローチとしては有効であるといえる。一方

で，GCC は，様々な行政機関や地元企業，環境団体，研究機関
を協力者として巻き込み，独自の GI の実装を行っていた。地域
主体によって発案されたストリートエンドなどの地域特性を反映

した適用策は，DEPもパイロットプロジェクトとして採用した。
多様なステークホルダーと協働することで，DEPの標準仕様だけ
ではないGIの適用機会が増え，地域におけるGIに多機能性が付
与されたといえる。 
維持管理に関しては，GCC はガーデニング修景やコンポスト
の入れ替え，ゴミ除去など DEPの管理規定外の細やかな作業を
行っていた。このことを通して，地域の課題や環境変動に対応し

たGIの管理水準を維持していたと考えられる。一方で，DEPは
パイロットプロジェクトを除くDEP所有のGIでは規定外の管理

0	¢®�ª§
 �°��� ��

IEI
RXSPZCDCU]SSZ

\][U]PY
�'G�!

�����¬�#"

�3,

IEJ
R[Y\[^_VZU

U[bPZ`^
�'G�! �¯¥���:�>/

IEK UovdntrC_qggCZgsvoqk �'
>)z�³¡®���

7��7=&3,

IEL
UdqfgnC\dqsw

¢® ���©�¬

±�°��¯�²

�����¬�#"

�3,

IEM
QjoQljsx

¢® ���©�¬

±.+²G�!G�'
���.+�%�;

 

IEN
RoqpoqdsgCaoltnsggq �$

�����¬�#"

�3,

IEO ]VaS]C^bSS\ �' >)��@

JEI
^stfgnsC^gqujegE

Xgdqnjnh
��.

�°�«°y����

�¬��A�5

JEJ
RjsjxgnC^ejgneg

\qohqdmmjnh
��M��B!

>)�(<*�}

R^[�,9

JEK
U[bPZ`^CU]SSZ

_SPY
B!

UV~?��-�4

�¨«����6�

JEL
UovdntrCQltgC^eioolr

Rtqqjetltm
��M����

UV����¯}¢�

¯�°�©¯

JEM Sc\[CU[bPZ`^ �'G�!
�6���18y�

'}����

JEN
JHHHCUPXX[Z

\][WSR_
�'

�����¬��°¦

~{|�°��2

JEO RPZ[SCTX[_VXXP �' ��°�A�£¯�

IF¤ª¯���

¢®�ª§

JF�6¢®�

ª§

665ランドスケープ研究 83 (5)，2020



は許容していなかった。地域主体と所有者間の，管理内容に関す

る合意形成には，課題が存在することが明らかになった。この点

に関しては，行政が一定の管理権限を地域主体に移譲するなど，

新たな方策の必要性があることが示唆される。

（２）多様な参加機会を創出するプログラム	

GCC の各種プログラムは多様なステークホルダ，世代に向け
てセグメント化された細やかなプログラム展開を提供しているこ

とが特徴であった。参加者は各自の興味，能力に応じてプログラ

ムを選択することができる。参加者にとって選択肢が多いことは，

参加機会の増加に貢献するといえる。プログラムの内容は，実践

活動を通して，陸域のランドスケープ要素と，水域の関係性が理

解できるように構成されている。プログラムを通して，一般には

理解しにくい，CSOと水循環の課題を啓蒙する効果があると考え
られる。プログラムにおける市民科学の手法に基づく調査内容は

公開され，地域の環境情報としての活用可能性に開かれている。

さらに教育プログラムの修了者は，GIの維持管理に参加し，活動
主体としても能力を発揮する場が与えられ，将来的にはグリーン

ジョブに関わるキャリアを歩むことも展望されている。地域の

GIに関わるプログラムを通して，新たな職能の開発が内包されて
いることは，参加者の成長意欲を促し，GI維持管理への参加意欲
を高める効果があると考えられる。以上のように GI に関わる多
様な参加機会を創出していることは，地域における維持管理の担

い手を育成する点でも非常に有効と考えられる。	

（３）制度，事業をつなぐ存在としての地域主体 

GCC は地域マスタープランの策定において，スーパーファン
ドの運河浄化，DEPによるグレーインフラおよびGIの実装，リ
ゾーニングという地域再編機会を横断的に活用し，運河および，

周辺の公共空間，地域コミュニティの再生を目指した。マスター

プランでのGI適用策は，DEPが策定したゴワナス流域LTCPを
前提としながら，地域独自の様々な GI 要素が加えられ，歴史的
景観である湿地の復元も含め，“Lowlands”という地域のアイデン
ティティを強化するものであった。行政間の個別の事業を重ね合

わせて見る視点をGCCが保持したことで策定できたといえる。
また， GCCは，環境団体との協働によるコンポスト生成，園芸
企業やDPRとの協働による街路樹管理を，GIの維持管理に取り
込んでいた。GCC は，個別に存在する様々な制度や事業，リソ
ースをつなぎ，地域の実情や目的に合致した GI 適用として再編
する存在としての地域主体であると考えられる。	

	

５．結論と今後の課題 

	 本研究では以下のことが明らかになった。ゴワナス地域におい

てDEPによる標準的なGI施策が展開される中，地域主体である
GCC は多様なステークホルダーを巻き込み，地域特性を反映し
た様々なGIを実装し，維持管理を行っていた。GCCは参加者の
特性に応じた様々なプログラムを展開し，多様な参加機会を創出

し，維持管理の担い手も育成していた。制度や事業をつなぎ再編

する地域主体としての GCCは地域の実情に応じた GI適用策を
創出していた。今後は，他地域の地域主体による GI 適用を研究
し，地域特性に応じた GI のあり方，地域主体の望ましい組織と
制度のあり方，予算規模の相違による影響などに関する知見を深

めることが課題である。
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